
 10月29日に再稼働させた女川原子力発電所２号機

は、11月3日に発電を再開する予定でしたが、機器の不

具合のため、発電の再開を延期しました。このように、

原発はトラブル続きで信頼性がないことが次々に明らか

になっていますが、政府は原発の再稼働をしゃにむに進

めようと必死になっています。 

 新潟日報の世論調査(1月26日付)によると、原発再稼

働の｢信を問う方法｣については、グラフのように｢県民

投票｣を求める声が過半数に上っています。なお、再稼

働｢反対｣は46.5％、｢賛成｣が36.2％となってします。 

 その｢県民投票｣を求める署名活動が始まりました。 

 この署名活動は、原発再稼働への賛否を問いません。

賛成の方も反対の方も、｢結論は自分が決める｣という思

いの方なら誰でも署名できます。ぜひ多くの方のご協力をお願いいたします。 

 中川幹太市長の｢主要政策｣の一つとして推進さ

れようとしている｢通年観光計画｣は、総額約50億

円もの予算を伴う大事業です。 

 市長は来年秋に任期が切れ、｢次はない｣とも言

われているだけに、｢展望のない計画実施で貴重

な税金の無駄遣いはやめてほしい｣との声も出さ

れています。 

 この計画の主な内容と、計画による観光客の入

込数と観光消費額の見積もりを紹介します。 

＜主な施策＞【総概算事業費49億1900万円】 

■ 春日山地域【概算事業費36億8000万円】 

 ◆ 植林伐採 

 ◆ (仮称)馬場広場改修 

 ◆ ｢総構｣復元整備 

 ◆ 観光拠点施設整備 

■ 直江津地域【概算事業費10億500万円】 

 ◆ 直江津D51レールパーク拡充整備(鉄道博物館) 

 ◆ D51形蒸気機関車75号機移設・動態保存 

 ◆ 直江津屋台会館･海浜公園利活用社会実験･自

立的な事業スキームの検討 

 ◆ 船見公園環境整備 

■ 高田地域【概算事業費2億3400万円】 

 ◆ 雁木・町家の保全に取り組む持続可能なまち

づくり組織の検討 

 ◆ 観光案内在り方検討 

 ◆ 浄興寺大門通りの景観整備 

 ◆ 枡形門再現可能性調査研究 

◇ 市内への観光客入込数 
   (直近3年平均)317万人→604万人 

◇ 観光消費額 
   (直近3年平均)105億円→254億円 
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